
長崎県「ココロねっこ運動」強調月間 
 ７月と１１月は、長崎県「ココロ

ねっこ運動」強調月間です。 

ココロねっこ運動とは、子ども

たちの心の根っこを育てるために、

大人のあり方を見直し、みんなで

子どもを育てる長崎県独自の県民

運動です。  

長崎県青少年育成県民会議や各

市町、各青少年育成市町民会議な

どの地域の活動主体と「こどもま

んなか社会」の理念を共有すると

ともに、子どもの声を聴くなどの

新たな視点で必要な見直しを行い

ながら取組を推進し、県民総ぐる

みで、子どもが夢や希望をもって

健やかに成長できる環境を整備し、

安心して子どもを生み育てること

のできる社会の実現をめざすこと

が目的となります。 

「ココロねっこ１０」として、下

記の１０項目が示されています。  

＜家庭では＞  

①「早寝・早起き・朝ご飯」の生活

リズムを確立させましょう。  

②毎月第３日曜日は「家庭の日」で

す。家族の絆を深めましょう。  

（例：家族一緒の食事や会話、家族

１０分間読書等）  

③学校・ＰＴＡ行事や地域行事に、

すすんで参加しましょう。  

④親の責任で携帯電話を持たせる

ときは、子どもたちを守るため

にフィルタリングを必ずしまし

ょう。  

＜保育所・幼稚園・学校では＞  

⑤楽しい遊びや学び、わかる授業

を展開し、たくましく生きる力

を育みましょう。  

⑥いじめや仲間外しがなく、安心

して園・学校生活が送れるよう

にしましょう。  

＜地域では＞  

⑦あいさつ・声かけ運動を推進し、

子どもも大人も顔見知りになり

ましょう。  

⑧子どもや子育て家庭を温かく見

守り、相談にのりましょう。  

＜企業では＞  

⑨「ノー残業デー」を設定し、家族

のだんらんを応援しましょう。  

⑩学校・ＰＴＡ行事や地域行事に

参加しやすい雰囲気や体制を整

えましょう。 

 

 これを機会に、子どもとの時間

を作り、一緒に体験できればいい

ですね。親子読書などいかがでし

ょうか。また、メディアの使い方に

ついては、全国で様々な問題が起

きています。上

手に利用でき

るように、再

度、お子様と確

認をお願いし

ます。 
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